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し ひ ず し

英
國
の
國
際
法
學

**
s
i
r 

T
h
o
m
a
s

 B
a
r
c
l
a
y

は
去
る
一

月
頃
、
伊

土
戰
爭
に
關

す

る

一
書
を
著
は

 

fc
6
。

題
し

‘

V

 T
h
e

 Turco-Italian W
a
r

 a
n
d

 its P
r
o
b
l
e
m
s

 

i
云

ふ
。
余
は
未
だ
比
書
を
手
に
せ

 

と

雖
气
タ

ィ

ム
ス
の

Literary S
u
p
p
l
e
m
e
n
t

 

(

本
年
一
月

十
八

日
發
行

)

に
戴
せ
把
る

歡

評
を
讀
 

に
著
者
は

#

太
和
か
未

?2
'
悉
く
牛
和
の
手
段
を
盡
さ
岁
し

'<
±

其
其
に
.對
し
戰
爭
を
挑
發

 

fc
る
の
早
計
な

.る
態
度
を
指

^

し
、之
を
非
難
す

る
.こ

と
痛
切

な
る

が
如
し

o

今
度
の
戰
爭

 

に
關
す
る
各
國
の
枇
評
は
、學
者
の
說
祀
る

i

*
際
家
の
評
杧
る
と
を
問

^

少
、大
雜
伊
太
利
の

 

行
動
の

頗
る

常
軌
を
逸
し
、漫
に
®
界
の
平
和
を
禮
亂
す

る

$
の
な
る
を
攻
擊
せ

3'
'
る
は
な
し

0 

余

S
亦
其
一
人
に
し
て
、

#

太
利
の
開
戰
行
爲
は
白
晝
强
盜
を

働
く
 

の
と

評
せ
ら

る
、
名
、

辯 

解
の
辭
な
き
を
信
岁
る
？
の
な

-
。̂
如
轲
と
な
れ
ば
伊
太
利
の
，

.開
戰
理
.由
は
極
め
て
薄
弱
に

 

し

V
、

之
を
以
て
有
力
な
る
戰
爭
の
原
因
と
認
む
る
こ
と
を
得
次
れ
ば
な

6
。
仍
て
余
は
伊
土

 

识
土
戦
爭
と
國
際
法

 

一.10

九



伊
土
'戦
 

f

 國
I

-

一二 

o 

, 

■
■爭
に
關
す
る
國
際
法
の
硏
究
を
開
始
す
石
に
當

6
、先
づ
本
號
に
於
て
、戰
爭
.の
由
來
及
ぴ
開

 

戰
の
ニ
現
に
就
き
論
述
す
可
し
。
喉
だ
遺
慽
な
る
は
本
陳
を
草
す
石
に
際
し
、前
記

¥

H
sr
0
3
a
s 

B
a
r
c
l
a
y

の
箸
書
を
參
考
す
石

.こ

.と
能
は
次
石
の
一
事
な
々
。
篕
し
同
書
に
は
伊
土
戰
爭
に
關

 

す
石

.有

.益

.な

.る
多
數

.の
公
文
書
を
集
錄
し
把
る
よ
し
な

^
tf
な
6
。

.
I
、

戰

爭
の
由
來

a

1

九
〇
八
•年
事
伴

 

: 

今
度
の
伊
土
戰
爭
は
、土
領

㈠
吾
&

に
於
け

.る
兩
國
利
害
の
衝
突
よ

6

起
A 

t
る
？
の
な
，る

 

か
ト
リ
ボ
リ
に
關
し
て
雨
國
間
に
粉
擭
を
生
ヒ
允
る
の
例
は
、從
來
？
珍
ら
し
か
ら
梦

0

郎
ち
 

1

九
〇
八
年
三
月

0

0

|

|

0
苦
駐
劄
の
伊
太
利
六
使
は
、土
瓦
其
政
府
に
對
し

c
i
t
l
l
i
e
,

 

salgika, Avlona, 

S
m
y
r
n
a

及
び
す

‘
l

i

 

.の
五
箇
所
に
於
て
至
翕
自
國
の
郵
便
局
を
設
置
す
る

 

の
#

諸
を
與
へ
ん

.乙
と
を
求
め
杧

6
。
其
理
由
と
す
る
所
は
、是
等
の
都
會
に
は
伊
太
利
の
在

 

留
民
多
數
に
し
て
濟
便
局
を
特
設
す
る
の
必
要
あ
る
こ

i
、及

び

土
再

其

は
旣
に

他
國
に
此
特 

狄
を
許
與
し
た
る
於
故
に
、

#

太
利
名
亦
最
惠
國

.條
款
に
依

6

同
樣
の
特
典
に
均
霑
す
る
こ
と

 

を
得
ぺ
し
と
云
ふ
に
在

6
。
然
る
に
土
耳
其
は
容
易
に
此
宴
求
に
應
せ
次

6
し
よ

A
ノ、并
太
利

は
其
諸
否
に
拘
は
ら
少
强

<
郵
便
局
を
開
設
す
る
の
決
心
を
示
し
杧

6
。
此
に
於
て
土
郅
其

 

政
府
は
四
月
十
四
日
、

#

太
利
大
使
に
警
告
す
、る
に
、若
し
强
て
郵
便
局
を
■開
設
す
る
に
於
て
は
、

 

必
要

5

る
手
段
に
出
づ
可
き
を
以

<
し
杧

6
。
必
要
な
る
手
段
と
は
：鄱
便
局
の
門
前
に
番
兵

 

を
.配
置
し
以
て
公
衆
の
出
入
を
禁
ず
る
の
云
；

5
.

な
6
。
伊
太
利

1a:遂
に
土
耳
其
の
强
硬
な
る

 

態
度
を
怒
四
月
十
九
日

^

に
を

^

に
海
軍
の
動
員
を
行
ひ
、軍
艦
三
艘
を
土
瓦
其
に
派
遣
し
、

 

其
土
茸
其
海
岸
に
到
着
す

'る
を
待
て
、

#

太
利
は
土
耳
其
に
對
し
、斷
然
杧
る
談
判
に
及
ぶ
可
き

 

旨
の
示
威
的
宣
言
を
發
し

^

6
0

し
て
、忽
ち
從
來
の
態
度
を

1

變
し
#
太
利
の
要
求
通

6
、前 

承
諾
し

^

A
V
0然
る
に
#
太
利
は
土
耳
其
が
案
外
に
腰
弱

 

に
乘

b

y
平
常
所
懷
の
目
的
を
達
せ
ん
と
て
、同
時
に
左
の

土
瓦
其
政
府
は
此
一
喝
に
恐
縮

 

記
の
五
箇
所
に
郵
便
局
の
設
置
を

 

な
る
を
看
破
し
お
る
よ

6
、此

0

會 

三
要
求
を
提
出
し
杧
ろ
。

.

一、ト
リ
ポ
リ
に
於
て
伊
太
利
領

：

_

む
る
乙
と
。

ニ
、ト
リ
ポ
リ
に
伊
太
利
臣
民
が
土
地
、家
屋
を
取
得
せ
ん

i
す
る
に
對
し
、土
瓦
其
官

S

财
不
 

伊
土

-戦
爭
と
國
：際
法
 

こ
ニ

事

及

び

太

利

E

民

に

對

す

る

土

jr

其

官

吏

の

態

度

を

改



伊
±〕

戰
爭
と
國
際
法

 

一】

法
に
妨
害
を
加

.ふ
る
の
不
都
穴
ロ
を
改
む
る
乙
と

 

三
、Tripai, 

H
o
r
n
s

及
び

1

1

^
三
燁
間
に
伊
太
利
の
郵
船
於
乗
客
及
び

貨

物

の

運

搬

に

從
 

事
す
る
を
漫
に
禁

b
杧
る
は
無
法
に
就
き
、其
禁
を
解
く
こ

•こ
。

就
中
最

.後

Z
第
三
項
に
關
し
て
は
、伊
太
利
政
府
は
兩
國
間
に
引
續
き
如
何
な
る
取
極
を
爲

 

す
に
拘
は
ら
ず
、卽
刻
之
を
實
行
せ
ん
こ
と
を
迫
ろ
允

6

0
旣
に
對
手
の
威
嚇
に
一
驚
を
喫
し

 

fc
る
土

®
其
は
、是
等
の
新
要
求
に
對
し
て

$

別
段
の
，異
議
を
唱
へ
梦
、第
二
項
の
外
伊
太
利
の

 

云
ふ
如
く
に
承
服
し
て
、事
件
の
落
着
を
告
妙

fc
/ノ。

#

土
兩
國
間
の
所
謂

-
.
-リ
ボ
リ
問
題
が
、
 

漸
く

1
人
の
注
目
を
引
く
に
至

6

し
は
、多
く
此
滕
ょ

6

の
事
な

6
。
 

b

ト
リ
ポ
リ
に
於
け
る
#
太
利
人

ト
リ
ボ
リ
在
住
の
歐
洲

A

は
#

太
利
人
二
百
名
、

(

伊
太
利
領
事
館
に
使
用
す
る

^
ァ%

A i
及
び 

猶
太
人
を
合
ま
岁

)

希
臘
人
ニ
百
名
、英
、獨
、佛
人
は
ニ
十
名
丙
外
に
過
ぎ
次
る
可
し
。
他
に
英
國

 

飯
事
館
の
轄
下
に

¥
3泛
島
人
約
四
千
名
ぁ

6
。
總

V
平
穩
儉
勉
す
る
人
民
に
し
ぐ
、漁

*

ユ

J' 

小
商
寶
を
營
み

V

生
計
を
立
つ
る
に
反
し

#

太
利
入
は
、多

< 

島
人
に
し
て
关
性
過
激
り

 

人
民
な
る
を
以
て
、

#

太
利
領
事
は
常
に
彼
等
の
間
の
爭
議
を
調
停
す
る
に
贮
逯
せ
ら
る
、
の

25

bO

狀
態
な

6
。
蓋
し
是
等
の
伊
太
利
人
は
"元
來
本
國
に

S

留
ま
る

こ
.
と
を
得
ざ
る
の
事
情
に
在 

る

^
5
=の
多
救
を
占
む
る
を
以
で
、自
ら
領
事
の
手
を
勞
す
る
'が
如
き
紛
擾
を
生
ず
る
次
第
な 

比
故
に
同
地
の

#
太
利
人
は
、常
に
統
一
を
缺
ぎ
與
黨
を
作

6 

V

S
に
反
目
す
る
の
事
實
に
し 

て
、此
事
實
は
ト
リ
ポ
リ
に

.三
種
以
上
の

#
太
利
新
聞
、s

發
行
せ
ら
れ
て
、互
に
論
難
し
つ
、
あ 

る
の

1
#

を
以

V

名
想
像
す
る
こ
と
を
得
べ
し
。

新
聞
の

.
一
を

E
c
o
n
i
i
s
t
a

 di T
r
i
p
o
l
i

と
辦

L
、
 

&
呂
黨
の
機
關
に
し
て
數
年
前
同
地
に
設
立
せ
ら
れ
把
る
羅
馬
銀
行

(Banco di 

R

I)

の
手
に

.
 

1
す

。

一

一

は

(
Ec
h
o di Tripoli)

と
云
ひ
て
自
由
黨
に
屬
し
、三
は

j 
一
ffogre

s
s
o

と

-C
多
少

#
政

^
: M 

に
傾
き
、毎
度

.領
事
館
を
攻

«
す
る
こ

i
激
烈
な

6
。

做
ほ
爱
に
刚
記
す
可
き
は
屑

.地
に
は

# 

太
利
に
歸
化
し
杧
る
猶
太
人
の
富
豪
若
干
あ

る
乙
と

.
是
れ
な

6
。

彼
等
は
：寧
ろ
穩
和
な
る
人 

勿
に
し
て
、他
の
伊
太
利
人
、就
中
前
記
羅
馬
銀
行
に
使

•用
せ
ら
る
、
亂
暴
な
る
#
太
利
人
と
全 

く
選
を
異
に
す
る
名
の
な

6
。

在
留
伊
太
利
人
は
大
抵
商
工
業
に
從
事
す
る
名
の
な
る
^
ト 

リ
ボ
リ
に
於
け
る
同
國
人
の
事
業
の
重
な
る
？
の

V
中
に
て
、製
汕
工
場

^

ス
バ
ル
ト
！

草
工

場
、製
氷
場
、活
動
寫
眞

.舘
各
々
一
简
所
あ
み
。

折
の
如
く
ト
リ

•水
.
9
にV

は
#

太
利
人
そ
の
大
多
數
を
占
め
、且
つ
其
事
業
？
相
摩
に
繁
昌

伊
土
戦
爭
と
國
際
法

. 

ニニ三
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伊

土

戦
#
.と
國

.
際法

二1

四

せ
る

u

拘
？

I

.

S
國

同
：：

2

V

I

S

I

Sん

f

 

I

し
て 

^
難

I

む
る
こ
と
屢
々

5 "

。
例
へ

W
同
地
の
獨
逸
人
は
其
數
甚
だ
少
な
く
、

m
i

つ
極
め
て
 

p

lf
m

”

: !
"

"
る
”

以
て
另
段

.

.の
•

力

を

.有

す

可

き

蓄

き

に

、
供

太

，
利

の

諸

新

聞

は

、
獨

逸

土
3

を
助
け

V

I

利

s

f

妨

5

し

.
：
^

,

p

 

I

s

風

f

吹
聽
す

7
, 

t泰

ら

し

於
ら

梦
。

菅

獨

f

/P
同
.
地

の

大f

 U

 

5

セ
チ
上
の
街
燈

建
設
に
關
す
る
許
可
を
得
る
や
、羅
馬
の

r

H
き
g
芯
如
き
は
、之
を
以
て
獨
逸
の
ト
リ
ボ

y
侵
入
 

な
て
攻
擊
し
杧
る
こ

.と
あ

6
。
藎
し

#

太
利
入
は
殆
ど
¥
每
に
土
洱
其
人
の
反
對
を
昭

 

く
を
以
て
、他
の
歐
洲
久
の
事
業
ぎ
見
る
に
、常
に
猎
疑
の
眼
を
以
て
し

'獨
逸
人
杧
る

i
、他

フ
外 

國
人

J

秦

間

は

，
I

V

®
己

S

險
な

I

爭

3

る
.可

5

對

f

る
可
し
と
邪
推

 

す
る
に
至
れ
ん
例
へ
ば
或
塒
端
西
の

一
.

醫
師
吖
、ト
リ
ポ
リ
.見
物
の
爲
め
ニ
三
箇
月
間
、同

f
e 

に
®

在
す

.
4

.
太
利
の
諸
新
聞
は
、之
を
以

5

太
利
の
病
院
と
競
爭
せ
念
爲
め
に
、新

」」 

獨
逸
病
院
を
設
置
す
る
の
許
可
を
得
女
る
？
の
な
ろ
と
記
載
し
女
ろ
。
叉
ト
リ
ポ
リ
と
チ

 ̂

利
間

u

通
す
る
海
底
電
線
は
、敷
設
旣
に
古
く
し
て
、餘

/
j用
を
爲
さ
か
る
を
以
て
、土
耳
其
は
西

 

隣
な
る

.

T
u
n
i
s

の
電
線
が
ト

„リ
ポ
リ
ょ

6
.僅
に
八
十
哩
の
距
離
に
過
ぎ
次
る
於
故
に
、之
と
接
續

27

辻
ん

t

と
を
試
み
把
る
に
、伊
太
利
は
極
カ
こ
れ
に
反
對
し

<

其
成
立
を
妨
げ
杧

6
。
是
れ
佛 

國
の
勢
力
之
を
機
會
に
東
方
に
侵
入
せ
ん
こ
と
を
恐
れ

.

.
る̂
に
外
な
ら
ず
。
叉
ト
リ
ポ
リ 

に
は
ニ
軒
の
ホ
テ
ル

あ
れ
ど

$
、設
備
甚
だ
粗
末
に
し
て
、ホ
テ
ル
の
名
に
名
恥
か
し
き
程
な

4
 

し
を
以
て
爵
逸
人
が
新
ホ
テ
ル
を
建
て
ん
と
企

<

把
る
に

r

是
亦
伊
太
利
人
の
反
對
に
遭
ひ
允 

る
が
如
き
、其
例
枚
擧
に
遑
あ
ら
少
。

土
^
其
國
内
に
て
は
、同
國
官
吏
と

#

太
利
以
外
の
外

_

人
間
の
.關
係
は
大
抵
圓
滿
な
る
に

 

獨

6

#
太
利
入
と
の
關
係
は
常
に
險
惡
に
し

<
、5f
c

年

ff
i

i

cB*
將
眾
舣
ト
リ
ポ
リ
州
總
督

 

i

し
當
赌
は
、多
少
此
關
係
を
緩
和
し

it
る
如
く
な

6

し
が
、最
近
十
年
間
の
實
際
は
、双
方
の

 

反
目

.甚
だ
し
き
を
加
ふ
る
の
一
方
に
し

-C
、殊
に
二
九
一
〇
年
の
冬
、露
土
戰
爭
の
.與
將
把
る
元

 

jl
i

l

p

邕
；

新
總
督
と
し
て

Hussein H
u
s
n
i

將
爾
に
代
る
に
及
び
、机
礫
は
咬
す
激
し

 

き
を
加
へ
杧
る
其
中
に
で

、G
u
z
m
s

事
件
な
る

'^
の
に
就
て
'新
總
督

i
#
太
利
總
領
事

W
邕
p
_ 

1
0
Z
S

の
間
に
生

b

t
る
衢
突
は
、#
最
ネ
顯

*

な
る
實
例
な

6
。G

g
m
a
n
#

件

i

は
、Ar

g
e
n
t
i
n
e

の 

新
間
記
者

G
u
z
m
a
n
i

呼
ば
る
、
名
の
、ト
リ
ボ
リ
の
新
聞
に

V

激
烈
に
#
太
利
人
及

6S
'
-#
,太
利
 

の
代
表
漭
を
攻
擊
し
牝
る
ょ

6
、#

太
.利
領
事
の
要
求
に
依

.り
ト
リ
ボ
リ
ょ

6
放
逐
せ
ら
れ

t 

伊
土
戦
爭

1
國
際
法
 

.

.

_

】

r
3r



伊
土
戦
爭
と
國
際
法

 

.

，

、
こ
^
、
 

る
疒
偽
名
な
く
再
ぴ
ト
リ
ボ
リ
に
歸
來
し

^
み
。

伊
太
利
領
事
は
總
督
に
對
し
、最

^P

强
硬
に

抗
議
を

f

し
、5

1
談
f

 

s

f

 

u

為

は

I

、絕
へ

i

?

T

し

复

遂

•

£

件
を

n

ン
ス
タ
ン
チ
ノ

 

ー
プ

ル

ー
ー
移
し
、
漸

く
0
1
1|

§
を
再
度
放
逐
す
る
に
決
し

て
落
着
し

fc 

云
ふ
其
他

^

記
羅
馬
銀
行

i

オ
ツ
ト
マ
ン
銀
行

(

皆ロ
^

^

0̂
0

§

3

)

と
の
辄
礫
を
初
め 

と
し
て
大
小
の
事
件
其
趾
と
絕
た

t

土
耳
其
官
吏
と
伊
太
利
人
と
の
，

'
關
係
は
、日
一
日
に
不
穩 

の
度
を
高
む
る
の

み
な
る

を
以
て
、

兩
國
政

府
？
考
ふ
る
所
あ

6

、•遂
に

双
方
の
代
表
者
を

交
迭 

す
る
に
決
し
昨
年
の
夏

#

太
.利
は
前
記
«
領
事

Pestalozza

及
び

w

scr
Q
ir
*
反

並

に

在

勤

0
副 

領
事
を
招
還
し
、土

 

S
其
名
亦
總
督

I
b
r
a
W
m

 P
a
s
h
a

を
罷
め
て
出

co
§

【

W
ぐ
を

1
£
丨し、以
て
形 

勢
の
改
善
を
努
め
し
め
ん
と

し

t

る
2
、新
總
督
の
未
だ

赴
任
せ
次
る
に
先
ち

#

土
の

關
系

3 

遽
に
急
轉
直
下
し
把

6
。(

戰
爭
開
始
前
ト
リ
ボ
リ

■に
在

6

tc
る
タ
ィ
ム
ス

通
信
員

於、九
甩
ニ 

T
-

九
日
の
厣
紙
上
に
揭
げ
允
る

H
名
& 
 ̂

w Co
m
m
e
r
c
i
a
l

 C
e
n
t
r
e

に
依

6

て
此
記
事
を
作
る

)

C

戰
爭
前
の
形
勢

七
月
 

一
0

1
逸
が
突
#
飽
艦

 

p
:§
s
m 
を

g
o
r
o
c
c
o

 

な
る A

g
a
d
i
r

IC
K
 
遣」

、
/J
r
©
モ
ロ
 

ツ

29

り
し
際
、并
太
利
政
府
は
七
月
上
旬
列
國
に
通
牒
を
發
し
て
、ト
リ
ポ
リ
に
於
け
る
自
國
の
利
益

 

が
比
傑
明

^

に
設
定
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
希
望
す
る
旨
を
宣
明
し
允
ろ
。
仍

<
燠
太
利
は
土

S 

其
に
勸

.吿
す
る
に
、羅
馬
政
府
と
談
判
を
除
始
し
、以
て
危
機
の
爆
發
を
避
け
ん
こ
と
を
以
て
し

 

fc
6
。
然
る
に
此
問
題
は

一
方
モ
口
ッ
コ
間

題
の

®

於
世
間
に
喧
し
か

6

し
折
な

6

し
ょ

6 

他
人
の
注
意
を
別

 

>
x
\
こ 

と
少
な
か

6

し

^
、九
月
上

•旬
モ
ロ
ッ

n

問
®
が
漸
く
平
和
の
解
決
を

 

告
げ
ん
と
す
る
の
形
勢
あ
る
や
、之
と
同
塒
に
伊
太
利
の
諸
新
聞
紙
は
、遽
に
ト
リ
ポ
リ
問
題
の

 

聲
を
大
に
し
、土
耳
其
に
對
し
斷
然
把
る
手
段
を
採
る
の
必
要
を
叫
ぶ
に
至
れ

6
。
然
れ
ど

$ 

此
新
聞
紙
上
の
運
動
名
、當
勝

#

土
雨
國
外
に
は
之
を
知
る
名
の
尙
ほ
豨
な

6

し
に
、九
月
十
二

 

日
の
萌
、土

3
其
於

ト

リ
ポ
リ
の
守
備
兵
を
增
加
し
防
備
を
修
め
ん
と
す
る
を
見
る
や
、#
太
利

 

の
民
心
大
に
動
き
、ニ
十
三
日
同
國
政
府

は

±

耳
其
駐
在
の
自
國
領
事
を
通
ヒ
<
、土
耳
其
の
領

 

海
內
に
碇
泊
す
る

#

太
利
船
舶
の
至
急
引
揚

.を
命

b
、同
滕
に
國
內
の
豫
備
兵
を
召
集
し
引
續

 

き
新
聞
電
報
の
檢
関
を
厳
重
に
し

^

6
 

.

形
身
の
轉
變
、斯
の
如
く
急
な
る
を
見
て
、第
一
に
驚
き
把
る
名
の
は
獨
逸
と
燠
太
利
な

6

き 

蓋
し
蜀

l

tt
'
开
太
利
の
同
盟
國
杧
み
と
同
時
に
、土
耳
其

.•に
對
し

<
は
多
年
懐
柔
策
を
試
み
杧

伊
土
戦
荦
と
國
際
法
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伊

±.戦
讲

と

.
國

際

法

 

一
二
，

る
親
善
の
謂
係
を
有
す
る
を
以
て
、其
立
場

に
窮
す
る
の
み
な
ら

f

M

一
 

兩
國
の
間
に
干
戈
を
 

動
、

す

^
如
き
こ
と
あ
ら
ん

4

伊
•太
利
は
自
ら
其
兵
力
に
大
打
擊

I
蒙
る
に

至

る

可

き

を

以

 

V

三
國
同
盟
■の
威
力
に
重
大
.の
影
響
を
生
せ
次
る
を
得
岁
、是
れ
獨
逸
の
最

名

&

る
ゝ
所
な
 

叉

燠

太

.•利

は

此

機

會

に

B
a
l
k
a
n

半
島
の
接
隣
諸
國
奴
、爭
撗
を
釀
す
に
至
ら
ん
こ
と
を
憂
慮
し

 

t

る
を
以
て
、獨
燠
兩
國
は

.直
接
叉
は
間
接
に
、伊
土
兩
國
に
忠
告

.す
る
所
あ

6

杧
る
$
、其
甲
斐

 

な
く
、形
勢
は
唯
だ
險
惡
を
加
ふ
る
の
み
な

.
6
き
。

•
九
月
ニ
十
四
日

#

太
利
代
理
大
使

-̂M
a
a
n
o

は
.rr.

ン
ス
タ
ン
チ
/
丨
プ
ル
政
府
に
覺
書
を

 

棍
示
し
、ト
リ
ボ
リ
に
於
て

#

太
利
人
排

JK
の
威
情
の
高

i 

6
つ
V
あ
ろ
.て
其
形
勢
の
危
險
な
 

る
こ

i
、及
び
運
送
船
じ

e
r
g

號
が
兵
器
弾
藥
を

.搭
載
し
て
ト
リ
ボ
リ
港
に
向
ひ

*

る
は
、同

& 

の
#

太
利
在
留
民
を
し
て
不
安
の
念
を
懷
か
し

0

る
に
至
る
可
き
を
警
告
し
杧

6
。
之

に
對 

し

二

ン
ス
タ
ン
チ
ノ
！
プ
ル
政
府
炒
、トリ
ボ
リ
の
秩
序
を
維
持
す
る
に
阏
難
を
威
せ
次
る
可

 

き
こ
と
及
ぴ

#

圍
政
府
の
憂
慮
は
無
根
遞
な
る
こ
と
を
答
へ
允

6
0

二
十
六
日
宰
相

H
a
k
k
i

 P
a
s
h
a

と
伊
國
代
理
大
使
と
の
會
談
に
於
て
、代
理
大
使
は
非
公

^

に 

仓
國
の
輿
論
は
政
治
上
、經
濟
上
及
び
地
理
上
の
理
由
に
依
ん
ト
リ
ボ
リ
に
其

®:
續

JI
を
行
は

31

ん
こ
と
を
希

.望
す
る
よ
し
を
告
げ
把

.
6
0

前
記

D
e
r
n
a

號
は
二
十
六
日
ト
リ
ポ
リ
港
に
着
し
、モ
ー
ゼ
ル
銃
ニ
萬
挺
、弾
藥
ニ
百
萬
發
其

 

他
を
陸
揚
げ
し

t 

6。

#

國
軍
艦
は
海
上
ニ
十
哩
の

間
、
同
號
を
追
蹤
し
、

ト

y
ポ
リ
港
前
八

 

哩
に
至
る
ま
で
探
海
燈
を
照
ら
し
て
、

其

行
衛

を

.監
視
し
把

6
と
云
ふ
。

d

巴
里
駐
剖

#

土
兩
國
大
使
の
論
駁

 

•

洽

$

此
坶
に
當

6
新
任
巴
里
駐
剖
土

1|
'
其
大
使

R
isr
'
a
t
 P

a
s
h
a

は
、Ma

r
i
e
n
b
a
d

よ
6

急
行

し

<
九

.
 

月
二
十
六
日
朝
巴
里
に
到
着
し
允

6
。
其
到
着
す
る

.や
、直
に
伊
太
利
大
使

H
i
t
t
s
i

を
訪
問
せ
 

6
0 Tittoni

名
* Ri

f
a
a
t

名
、共
に
曩
に
本
國
に
在
ろ
て
外
務
大

^

杧
6

し
人
な

6
。
其
日
の
午
後

 

Rifaat P
a
s
h
a

はT
e
m
p
s

の
代
表
者
を
引
見
し
て
塒
局
に
關
し
大
要
左
の
談
話
を
爲
し

tc
6
。

Titli

氏
は
伊
太
利
政
府
の
意
思
に
就
て
何
祺
を

8余
に
説
明
す
る
所
な
し
。
故
に
今
は
眾
に
新
間
に
依
て
、形勢 

を
知
る
の
外
な
し
と
雖
达
、伊
太
利
が
土
珲
其

R對
し
て
强
适
的
態
度
を
執
る
に
至
リ
し
其
原
因
に

'就て
は
、余は 

.1

洛H

心當る

.こと
な

l
o余は
現
に
此
程
ま
で
外
務
大

Bi
た
リ

I
.ぁの
な
れ
ば
、

し̂
實
際
亿
.今
度
の
银
歸
を
促 

t
R至る
が
如
き
重

.大な
る
出
來
亊
あ
ち
ん

Rは、余
は
第
一
に
之
を
茸
に

1可

->
镑
な
る

|2
、絕
對
に
此
填
な
さ 

は
如
何

q

去
る
六
が
、伊
太
刺
外
務
大
臣

g
g
Q
a
B-
s侯
は
、同
國
議
會
に
於
て
ト
リ
ポ
リ
問
題
に
闕
し
演
説
を
試
”
杧
り
し
が 

興
演
説
は
極
め

-て
樂
觀
的
に
し
て
、侯
ば
土
洱
苏
と
の
交
渉
が
圆
滑
亿
行
は
る
可
さ
を
豫
期
し
、

ト

リ
ボ
リ
に
於
て 

，伊
土
戦
爭
と
國
際
法
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I
戰
T

國
際
法
 

ニニ〇 

J

利
の

S

的
利

f

 

s

s

l、土
耳
其
の

I

部

s

i

瞼
？

る

*
の
H

、J

伊
太
利
の

T 

、山
が
オ
ッ
ト
マ

•ご
I

の
領
土
の
安

f

害
す
る
亿
至
る
可

.し
と
の
不
安
の
念
慮
行
は
る
，
こ
と

.こ
關
し
、德

q 

之
を
反
麟
し
、伊
太
利
は
才
ッ
ト
マ
ン
帝
國

.の
s

i

f

を
維
持
す
る
に
熱
心
な
る
ょ
し
を
明
言
し

f

•付 

首
し
て
日
く

『
我
政
策
は
他
の
列
强
と
同
じ

{
、才
ッ

.
ト
マ
ン
帝
國
の
保
全
を
以
て

.其
恶
礎
と
爲
す
劣
の
な

L
i
o
p 

又
囊

•に

1

九

一
〇
年
十
ニ
月
ニ
日
に

n

f

侯
は

i

し
て
云
へ

i

人
は
才
ッ
ト
マ
ン
帝
國
の
保
全
を

口
し
且
つ
ト
リ
ホ
リ

I
に
土

S
領
た
ち
ん
こ
と
を
欲
す

』

と。

f
是
等
ニ
同
の
演
説
に
於
て
、伊
太
利
外 

I
H
H

は、ト

V
ポ
リ
に
於
け
る
同
國
の
經
濟
的
利
益

S
國
に
比
し
て

f
こ
と
な
？

 

i
し
く
は

J
に
 

5
避
遇
せ
ち
る
、
こ
と
な

1

s

t.。
然
る
に
今
や
伊
太
利
の
態
度
は
果
し
て
如
何
。
右
の

i
营
 

#太
利
外
務
大
臣
の
決
心
を
飜
さ
し
む
る
が
如
き
大
祺
件
の
發
生
し
允
る
こ
と
ぁ
リ
や
と
云
ふ

-こ、
f
eJa
l 

ょ

I

S

S米
5

_

iに
關
し
て
許
可
を
請
求
し
來
ミ
る

.
S國
の
方

s

fす
し
を
以
て 

之
に
許
可
し
た

I
件
に

f
 

f
 

I
和

益

f
 

i判
1
 

=る
の
外
、何

f
i
t
.
し

I
の
、
 

生
じ
ミ
こ
と
な
し
。
否
な
最
近
に
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
；

ル
駐
部
の
/#太
利
大
使
は
ト
リ
ポ
リ
な
る
鑛
む
の

險
分
を
な

K

人

f
派
迸
し
度
隹
就

I

f
る
許
可
を
與
へ
ち
れ

’んこ
と

|
め
來
リ
だ
る
を

”
 

s

s

iポ
リ

S
來
せ
る
右
の
檢
分
の
派
造
者
に
對
し
、併
太
利
大
使
の

S
る
一
切
の
許
可
を
與
へ
た 

る
の
み
ミ

5

S
上

供

し

伊

太

利

I

S

Iを
I

s
る

f
 

I
 

然
る
に
新
間
紙

t
 

S々
"
'ホ；
於

s
 

S

S民
© 

I夂
s

s
 

f

、
s
 

i
 

f 

了
の 

す
と
記
載
せ
る
を
散
見

r

f

f
 

5
際

u

實

す

し
や
。

土 

S

S

2管
霄

全

然 

正
當
な
る
に

f
 

5ろ
f

n
参

f
の
こ

^
れ、伊
太
利
人

•に？
る

2
 

fな
ぞ

と
は
以
て
の
外
の
言
分
な
リ
云
々

O 

*

此

記
事
の

T
e
m
p
s

紙
上
に
現
は
る
、
や
、

M
a
t
i
n
Q

記
者
は
直
^
對
手
把
る
伊
太
利
大
使
を
訪
問
し

 

て
、T

i
t
t
o
n
i

の
®

論
を
促
し
把

6
0

余
の
同
僚
な
る
巴

11
1駐
剡
ォ
ッ
ト
マ
ン
帝
國
大
使

Rifl Paslia

は、去る
一

' 九
〇
九
年
氏
が
羅
馬
に
公
式
訪
問
を
爲 

し
た
る
以
來
、余
と
親
善
の
間
柄
な
る
が
•此
顷
余
は
其
懇
徭
な
る
訪
問
を
■
ぅ
し
た

9

0
其
時
余
が
ト
リ
ポ
リ
問 

題
に
就
き
何
寧
を
多
語
ち
.ざ
リ
し
こ
と
は
同
货
の
言
の
如
く
事
赞
な
リ

0
、

如
何
と
な
れ
ば
現
に
併
土
兩
政
府
間 

に
進

中̂
な
る
談
笋
が
同
時
に
兩
國
の
大
使
間
に
行
は
る
、
爲
め
に
、巴

11
1
に
移
さ
る

 

> こと
為
る
可
か
ち
^
れ
 

ば
な
リ
然
る
に

Rifst pns 〗u

は
余
と
別
れ
た
る
後
、公
然
世
上
に
宣
言
ず
る
所
多

P、其
中
に

.余の
名
の
描
げ
た
.る
 

を

て̂、余
は
之
に
尉
し
何
事
か
陳
述
す
可
き

#要
あ
る
を
信
ず
る

*
の

偉

し

之

を

以

て

余

は

?
. 

s
r
l
力
巴

11
1な
る
伊

±
兩
大
使
間
亿

|§̂
を
惹
起
さ
ん

.こと
を
欲
し
た
る
洛

.のと
は
推
测
せ
ず

0 
0

し

.斯の

..
如
さ 

は
外
交
上
の
惯
例
肊
邁
合
せ
ざ
る

*
の
な
る
形
故
亿
、余
は
同
氏
に
左
る
意
思
あ

0と
解
ず
る
こ
と
能
は
ざ
る

8 

の
に
し

て、余
は
唯
だ
同
氏
が
前
土
厍
其
外
務
大
：踣
と
し
て
氏
が
在
職
當
時
の
行
爲
全
辯
護
せ
ん
爲
め
に
云
々
し 

た
る
に
外
な
ち
ざ
る
衫
の

と
、
觀
察
す
る
-を
以
て
穩
當
な
リ
と
考
ふ
る
劣
の
な
リ

0

同
氏
の
宣
言
を
謂
ヴ
て
、余
は
敢
て
氏
の
誠
意
を
疑
ふ

I
のに.非
ず
と
雖
*、余
は
倂
太
利
亿
對
し
常
に
惡
意
不
正 

の
態
度
を
表
せ
る
在
ト

y
ポ
リ
土
茸
其
官
吏
の
誠
意
に
就
て
は

>ir
乎
と
し
て
之
を
否
認
せ
ざ
る
可
か
ち
ざ
る
を 

感
ず
る
名
の
な
リ
。
前
亿
豸
述
ぶ
る
如
く
、余
は
大
使
た
る
資
格
に
於
て
論
爭
.を
試
み
ん

1-
す
る
に
卵
ず
と
雖
洛 

金
は
久
し

{外
務
大

E
把
り
し
が
故
に
、其
余
の
在
職
中
に
起
り
た
る
祺
態
を
囘
想
す
る
は
敢
て
不
可
な
か
る
可 

し。
猪
て

*余
が
在
職
の
間
、ト
リ
。ホリ
に
於

.ける
伊
太
利
人
の
經
濟
上
の
活
動
は
、正
不
正
一
切
の
積
極
的
手
段 
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±
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,の
知
事
が
、無
舉
の
一
伊
太
利
人
を
I

被
告
人
と
し
て
處
刑
t

と
し
こ
る 

I

f

爲
を
峻
I

說
斷
し
た
リ
。

此
激
烈
な
る
余
の
演
説
は
、直
に
全
欧
洲
の
新
開
紙
に
依
り
て
傅
、
t

果

唐

政

府
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利
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せ
し
I
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召
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ざ
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を
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g
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气
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ざ
る

??
得
ず

0
此
に
於
て
伊
太
利
は
興
威
殿
に
■對
す
る
尊
重
を
强
要

.し、及
び
苒
樯
刺
の
安
全
を
雑
持
す
る
，爲め 

に
最

8
m猛な
る
努
力
を
爲
す
の
止
む
を
得
ざ
る
に
至
る
可
咅
な
リ

o

C

最
後
通
牒

形
勢
の
不
穩
な
る
は
、前
揭
巴
里
駐
剳
雨
國
大
使
の
交
換
せ
る
言
辭
の
間
に
名
之
を
認
む
る
を

 

得
べ
し
。

果
せ
る
か
な
、九
月
二
十
八
日
午
後
ニ
肪
三
十
分
、#
太
利
代
理
大
使
は
土
耳
其
宰
相

 

に
而
會
し
て
最
後
通
牒
を
渡
し
、約

■十
分
間
に
し
て
去

.

o

允
6
。
最
後
通
牒
の
全
文
卽
ち
左
の

 

如
し
。讲

太
刺
政
府
が
土
环
其
政

に̂

i
し
て
、其委 

び
怠
慢
の

■狀態
を
止
む
可

4
,こと
並
に
是
等 

發

逢

.
を

遂

け

し

も

.

.
る

こ

1
Cの
絕

對

に

必

要

.
な 

I此
改
萤
た
る
や
、

1

般
文
明
の
要
求
に

.瞬.リ

し
て
顧
む
ち
れ
^
る
ト
リ
ポ
リ
及
び
サ
ィ
レ 

の
地
方

$、亦
此
阿
非
利
加

.の
、他

の

部

分

が

現 

s
Hr
a
を
靜

it
.ロし
て
止

$ざ
リ
し
乙
と
、旣に 

て
促
が
さ
る
、
所
な
る
玆
勿
論
、就中
伊
太
刺

地
方

.が
伊
太
利
海
岸
と
僅
に

1 

す
る
^
®
の
なP
0 

然
る
に
伊
太
利
政
府

.の
從
.來
維 

國
王
坏
甚
政
府
を
：援
助
し
把
る 

示
し
た
る
怂
の
な
る
亿
拘
は
ら 

ち
r
、Ii
に
甚

.だ
し
さ
は
、前
記
の 

併
±
戦
爭
と
國
際
'法

歡
帶
水
を
隔
つ
る
に
過
ざ
ざ
る

.を以

.て
特
に

:]
1
;最
0切
實な r 多 に ナ  

る 取 年 達 ィ  

利 リ に せ 力  

害 て 及  ' るの

關 は べ と 不  

係 是 リ 岗 秧  

を 等 ° 榡 序  

篮 の 及有 の

持
し

tt
る
滕
度
は
、近
時
の
種
々
な
る
政
治
上
の
問
題
亿
關
し
て
、常.亿
誠
货
に
帝 

8
の
な
る
に
抅
は
ち
ず
、又
伊
太
利
政
府
は
從
來
滹
和
に

L
て、隱
忍
な
る
態
度
を 

ず
其
ト
リ
ボ
リ
に
.關
す
る
所
見
が
、一
帝
國
政
府
の
爲
め
に
誤
解
せ
ち
る
、
の
み
な 

地
方
に
於
け
る
伊
.太刺
人
の

►-
—•切の
事
業
が

^
へ
ず
最
ち
執
拗
に
し
て
觅
つ
最

m
l
H
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«認
容
す
可

ち̂
ず

.る秧
序
的

.妨集
亿
遭
遇

I.た
.衫
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帝
國
政
府
は

斯
の

如
く
、
今
日

ま
で

ト
リ
"ホリ

及
び

•サ
イ
レ
ナ
イ
カ
に
於
け
る
一
切
合
法

.な
る
伊
，太

利
の
浩
動
に 

露

し

、絕
.
へ
ずS

H

た
る
に
枸

f 

V

最
近

S
I

興
伊
太
利

®
俯

に
對
しV

協
商

S
&
ん
こ
と
を 

提
議
し
現
行
條
約
及
ト

u

s
 
f

利

管

〗

致
す

.るに
於
て
は

•何
f
て

3
5 h'sf

與

ふ
る 

の
用

i

l

l

m

然
れ
ぎ
王
國
政
府
？

日

f
s

に
？

る
の

f 
r
l

の
 

な
リ。
如
何
と

な
れ

.ば
，
斯
る
交

渉
：の
無

.益な
る
は
、

過
去
の

經
驗
に
依
て
明
白
に
し
て
、

以
て
將
來
に
對
す
る
浓
證 

.た
る
と
と
を

得
ざ
る
は

固
よ

リ、
部
て

,永

久
に
軋

.輮
銜
突
の

原
因
を

作
る

8
の
に
過

ざ

ざ
れ
ば
な
リ

0 

之
に

f

て、
|

§

が
ト
y
。ホリ
及
汉

>

 

イA

ナ
イ
カ

K
於
け
る
其

I

官
ょ

I

た
る
報
吿

$
伊
太
利

HH 

民
に
對
し
て
行
は
る
へ
激
站
の
爲
め
、是
等
地
方
の
形
勢
弗
常
に
海
險
な
る
を
示

せ
り

0
而
し

て

此

f j

官

 ̂

そ
の
他
の
官
憲
に
依
て
敎
唆
せ
ち
れ
た
る
こ
と

f
明
白
？

と
す

o

加
ふ
る
に
此
激
品
た
る

u

s
 

民
の
む
な
ち
ず
、他
の

一

切
の
外
國
人
に
對
し

I
な
る
、
筋
險
を
加
へ
し
む
る

*
の
に
し
て
、

今
や
是
等
の
外
國
人 

«、
jE
it
挺
亂
に
陷
リ
、只

.管
‘
其
安
全
を
求
む
る
に
急
に
し
て
現
に

.乘船
を
始
め
搢
豫
な
く
ト
リ
。ホリ
よ
リ

*退
，

さ
つ
、
為
リ

o
此
咔
に
際

1
、土
耳
其
の
苹
隊
輸
送
船
が
ト
リ
ボ
リ
に

-到
着
し
た
る
は
、形
勢
を
し
て
ま
す
く
險 

惡
な

f

論

て

I

政
府

•を
し
て

f

リ
生

r
 

J

U
可
i

s
對
の

l

u

m
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を
得

f
 

d

し
め

7
。
而
し
て

S

隊

S

船
の
蓮
孟
ふ

U

S

に
？

墓

國

政

府

が
 

前
以
て
土
薄
興
政
府
に
指
摘
す
る
を
怠
ち
ざ
リ
し
所
な
リ
。

此
に
於
て

伊
太
利

政
麻
は
、興

烕
殿
及
ぴ
利
管
保
談

す
る

エ
風
を
考
ふ

る
の
止
む

を
得
ざ
る
に
至
リ
た
る
を

感 

じ、玆
に
ト

=,

ボ
リ
及
び
サ
イ
レ
ナ
イ
力
の
取
布
的
占

.領の
手
段
に

-流
.ふる
に
決
し
た
リ

0,
此
解
决
は
伊

kw
が

37

決
し

=サる
11
一
 
の
手
段
な
る
を
以
て
王
國
政
府 

I
め
ざ
る
や
ぅ
、帋
國
政
府
ょ
リ
命
令
を
發
せ
ん 

至
ち
ん
こ
と
を
期
待
す
。
而
し
て
之
ょ

9:生
ず 

續 
'き
協
讅
を
行
ふ
こ
と
■ゝ
す
可
し
。

.コン
ス
タ 

四
時
間
以
內
に
、土耳
其
政
府
ょ
リ
此
‘祺
に
關
す 

此
同
答
を
#
ざ
る
亿
於
て

は
、
伊
太
利
政
府
は
，占
 

を
得
ざ
る
亿
至
る
可

Lo」

尙
ほ
土
茸
典
政
府
の

!El
答
は
俞
訪
二
十
四
部
間 

吿
せ
ち
れ
ざ
る
可
か
ち
ざ
る
こ
と
を
玆

R附
記

は
之

.に對
し
て
、現
在
の
土
耳
其
代
表
者
が
、何等 

こ

と.、
及
び
必
然

M

に伴
：.

ふ
可
さ
手
段
が
、

®難
な 

る
明
確
な
る
狀
勝
を
決
定
す
る
が
爲
ゃ
亿
、兩國 

ン
ナ
ノ
ー
。フル
駐
剖
の
王
國
大
使
は
、本文
書
の 

る
决
然
把
る
囘
答
を
求
む
る
の
命
令
を
授
け
ち 

領
を
行
ふ
に
必
要
な
る
手
段
の
卽
時
實
行
に
着

の
期
限
內
に
又
羅
馬
駐
茌
の
土
國
大
使
節
の
手 

す
。

S
a
n

 GiuH
a
n
o 

署
名

政 く の  

府 行 妨  

の は 害  

間 る を  

に ゝ 爲

手 れ 提  

す た 示

る リ よ

の ° V 

止 淠 ニ

十 引 に さ

を

經

て

我

に

通 む

羅
馬
の
新
聞

Tribmia 

.の
記
す
る
所
に
據
れ
ば
、此
最
後
通
碟
の
暗
文
電
報
は
二
十
六
日
午
前
三

 

塒
を
以

V
.

羅
馬
を
發
し
、
*
ニ
十
七
日
午
後

.

一

靡
四
十
五
分
を
以
て
.口
ン

ス
タ
ン

チ
ノ
ー
プ
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に
着
し
女
る

.喾
な
る
に
、其

#

太
利
代
理
大
使
に
配
達
せ

■ら
れ
女
る
は
、二
十
八
日
の
午
後
な

6 

し
と
云
へ
み
。
伹
し
其
實
否
の
如
何
は
、固

.よ
も
余
の
知

.る
所

.に

.非
ず
。
伊
太
利
の
最
後
通
牒
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す
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其
政

府
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辙
宵
閣
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翌
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十
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早
朝
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す
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讓
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6
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狀
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、
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右
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是̂
れ
唯
だ
融
和
の
情
説
に
多
少
の
制
眼
を
附
し
た

H

ず0 

I 

街

p 

I
す
る

に
就
て

オ
ッ
ト
マ
ン
帝
國
が
.他
國
と
の
間
こ
锚

茂

」

、

.

:

P 

の
意
思
の
む
を
以
て
廢
棄

す
る

こ
と

I

ざ
る
條
際
-

の

効

力

が

塌

に

一

方

r
さ
る
條

S
商

l

i
視
す
る
こ
と
能
は

I
は
止
む
を
得
ざ
るJ

送 し ，
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格 >
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る 卜
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リ の 載 る し
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神 る 障

ざ 日 る

ボ
aム
刖

リ
。ホリ
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£
亿
サ
ィ
レ
ナ
ィ
力
.に於
け
る 

狀
況
に
通
ず
る
の
地
位
に
在
る

8
の
な 

伊
太
刺

11
1民、及
び
他
の
外
國
人
の
運
命 

ざ
る

8の
な

0。
現
時
同
地
方
に
於
て 

と
能
は
ざ
る
の
み
か
、オ
ツ

ト 

赞
に
之
を
執
行 

政
府
の
陸
取
運 

大
な
る
結
粜
を 

十
六
日
の
覺
眷 

«
元
來
ー
兵
を 

の
釤
響
を
及
ぽ 

V'
、現在
の
不
和 

せ
し
む
る
に
足
る
保 

大
な
る
行
動
に
訴
ふ 

る
こ
と
を
發
見
す
可
し
。

仍
て
帋
國
政
府

«、公平

_無私
の
精
神
ょ
リ
、王
 

别

8我
領
土
の
保
全
を
害
せ
ざ
る
$
の
な
る 

.

伊
土

®
:爭と
：國際
法

ふ を 有 れ て 把 し オ 責 を せ る の  

が し 體 他 此 る て ツ と 認  

如 て に に 運 九 或 ト 爲 も 、

き 安 云 何 送 月 u マ し る  
重 心 n 等 船 ニ 蜇 ン 祀 こ

ĥr
 
91

TTTN 
さ

リ
及 

存
せ 

と
な

秩
序
及
び
保
安
の
問
題
に
關

L
て
は
、オ
ッ
ト
マ
ン
政
府
は
充
分
實
際 

る
が
、此祺
は
、鍵
に

$旣
に
證
言

L
た
る
通
リ
、是
等
の
土
地
に
在
贺
す 

關
し
て
、何
等
苊
悮
の
念
を
懷
く
に
至
ち

Lむ
る
が
如
き
理
由
を
存 

絕
■
へ
て
民
心
激
昂
の
事
實
な
、
煽
励
運
動
に
至

9
て
蜱
尙
更
こ
れ 

ン
政
府
の
官
吏
、及
び
其
他
の
代
表
港
は
、秩
序
の
維
持
を
以
て
其
職 

の

•なり
。

Vに
派
遺
せ
ち
れ
た
る
こ
と
に
就
て
、王
國
大
使
館
は
之
ょ

W-邪
推 

の
,
如
 

< 解
す
と
雖

*、土
耳
其
政
府
の
信
ず
る
所
に
摅
れ
ば
、此祺 

に
派
迸

.せ
ち
れ
し

1

運
送
船
に
關

T
る
問
題
に
外
な
ち
ず

0
而
し 

I 

*
の
な
る
が
故
に
、

_
ろ
民
心
亿
安
意
を
與
ふ
る
の
効
能
こ
そ

 ̂

る
を
注
意
す
る
こ
と
肝
要
な

M
V
O

ぴ
サ
ィ
レ
ナ
ィ
力
に
於
け
る
經
濟
的
利
益
の
發
®
に
關
し
钐
太
利 

ざ
る
.亿
在
る
こ
と
な
れ
ば
、

<31

國
政
府
た
る

^
の̂
、̂

寒
的
占
領
と
云 

<
し
て
、土
耳
其
政
府
の
眞
窩

％
、

右
の

.不
和
を
芡
除
す
る
，に
熱
心
な

國
政
府
が
興
欲
す
る
保
障
の
性
質
を
知
ち
し
め
-ん

こ
と
を

#
望すハ
 

限
9
、快

{
之
を
承
諸
す
可
し

0
此
爲
め
土
耳
其
は
其
談
判
中
、ト
リ

ニ
ニ
七

1
I !

I

I
I
aM

!l̂|

：l i

■ 1

to:

I



9

伊
$

實

國

際

法

. 

三一八

ホ
リ
及
汉
サ
ィ
レ
ナ
ィ
カ
に
於
け

‘
I
備
の
現
狀
に
關
し
、何
等
の
變
更
を
场
加
ふ
る
こ
と
な
か
る
可

L
O 

政
府
た
る

-
の
、土
耳
其
、
政

府.
©此

誠

度

J
?

、此
提
案
を
納
れ
ん
ど

i
切

f
。

ニ
、

.開

戰

.

.

气

開

戰

宣

言

i
戰
鬪
開
始
 

,

净
土
兩
國
の
談
判

S

第
に
險
惡
の
兆
を
呈
し
つ

、

t

こ

i

は
、外
間
ょ

会

容

易

に

之
を 

認
め
ら
れ

*

6
し
と

雖
<

夫
れ
^
忽
ち
急
轉

.直

下
し

て
、最
後
通
鹧
の
威

_

に
次
ぐ
に
、遂
に
開 

戰
の
宣
言
と
戰
，
開
始
を
以

V

す
る
£

ら
f

l

?

そ
青
天

s

f

 

2

可
け
れ
。
 

九
月
ニ
十
九
日
午
後

®

塒
三
十
分
、卽
ち
最
後
通
牒
に

記
し
た

る

二
十
四
時
間
の
期
限

於
、ニ
滕 

三
十
分
I

V

盡
|

る
ょ
4

名
ニ
堦
間
の
後
、
"

ン
ス
ノ
メ
ン
チ
ノ
；

ル
駐
剖
の
使
太

W 

代
理
大
使de Martino

は
、土 

S
其
政
府
に
通
告
書
を
送
ろ
、伊
太
利
は

今
や
其
最
後
通
梁
に
述
べ 

f

最
後
の
手
段
、卽
ち
ト

i

リ
5

了

レ

ナ

メ

カ

の

占

f

行
ふ
に
至

4

る
旨
I

け

^
6 

J
通
告
書
と
は
、供
太
利
の
開
戰
宣
言
書
な
る

‘
.
こ

i
云
ふ

i
で

,

p

な
し
。

其
開
戰
り
宣 

言
書
左
の
如
し
。

 

,

S
は
ち
す
王
國
政
府
は
遂
に
何
等
滿
足
な
る

S

S
せ
ず
。
此
囘
答
？

は

S

S
名
し

i

l
の

41

嚨
證

Rし
て

*此事

tz
lる、帋
國
政
府
及
び
其
官
萸
が
、就
中
ト
リ
ボ
リ
及
び
サ
ィ
レ
ナ
ィ
ヵ
亿
於
て
、伊
太
刺
の
.權利 

JL
A
Ĵl
j益
に
關
し
て
、屢
々
表
明
し
た
る
所
な

W
-
0
此
亿
於
て
王
國
政

ば̂、其
用
ゆ
可
，

一̂
切
の
手
段
に
依
て

#- 

1
1I
J
*叫益
並

其̂
名

#、威
厳
を
自
ち
防
衛
す
る
の
止
む
を
得
ざ
る
に
至
れ

n
y
o
此
結
梁

W
KU
ょ
り
悲
も
可

Lと 

雖
豸
、是
れ
一
に
オ
ッ
ト
マ
ン
帋

國

當

路

者
の
行
爲
亿
恶
づ

 
< 
必
然
の
成
行
と
認
む
る
の
外
な

L
.
°兩國
間
の
友 

愛
平
和
な
る
關
係
は
、斯
の
如

< 
に
し
て
破
裂
し
た
る
を
以
て
、伊
太
利
は
今
後
土
郑
典
亿
對

L、交
戦
の
狀
態
た
在 

る
务
の
と
す
。

此
開
戰
の
宣
言
書
を
發
す
.る
と
同
滕

に
#'

太
利
は
豫
め
旣

U

戰
鬪
の
準
備
を
盤
へ

-I
C
る
侮
軍
 

に
命

^

v
、i ;
一
 

に
地
中
海
の
海

]1
權
を
掌
握
せ
ん
こ
と
を
期
し

^

6
。
仍
て
豫
定
の

W

畫
に
 

v £

づ
•き
、二
十
九
日

の
朝

A
b
r

養

一

公
の
指
揮
に
屬
す
る

#

太
利
の

一

總
隊
は
、
>

ユ
3

5
海
を
隔
て
 

、

沪
太
利
と
相
對
す
る
、土

’耳
其
の
軍
港

P
r
e
v
e
z
a

港
に
達
し
、先
づ
土
其
其
の
軍
艦
を
砲
擊
し
杧

A
v
o Abruzzi 

公
の
報
告
に
日
く

k
. 

{
B

は、今

S
九
月
二
十
九

s
p§6ぢ
沖
に
逡
し

鎖̂
を
施

L
-t
eリo

三
啡
分

^
iの
指

：̂

土

•军典
の
水
锘
艇
ニ
隻
相
續
で

prevcl

港
外
に
出

.で杧
リ
と
の
信
號
為
リ

0
我
一
分
摇
.隊 

に
向
て
通
れ
ん
と
す
る
を
逍
ひ
.暫
時
砲
火
を
交

へ
た

9
し
が
、該
土
耳
其
水
窗
艇
は
、海帛
に 

$
、
其
地
に
乘
棋
げ
、戰
刷
力
を
失
ひ

.
^9
0
他
の
一
隻
の
土
并
其
水
雷
艇
は
我
騷
逐
艦
ニ 

し

\菡
にpreves

亿
引
上
げ
把

_るを
以
て
、何
等
の
掼
害

8蘧
ち
ざ
リ
き

0
本
官
は
之
に
關 

し、

®
報
を
以
て
苏
行
動
を
赏
し
把
リ
。

‘伊
土
戦
爭
と
國
際
法

 

'
 

ニー 
r

與 雙 逋 は に  

し を れ 右 任  

n 以 火 の ぜ  

る て を 一 - る  

士 追 失 隻 士  
官 ひ 1 が 官

tc n  n 北 よ

對 y る 方 リ
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^

是
れ
供
太
利
於
土
耳
其

s

し
て
、武

力

を

如

へ

■
一三
0

i

!

!

s

!

:

:

;

:

M

U

M

r

l

1

其
海

f

着

し

t

し

f

J

n

 土 

5

1

5

ブ

,

m

と
し

C 0

? r
“

: :
r

"

r

r

 し、！

利
 

s

i

 丨

；

f

 

|

る
海
上

2 |
通

|

 

r

s

し
む
る
こ
と
言
ん
を
恐
れ
た
る
に
外
な

I

。
 

f

旣
に
形

5

に

I
實

上

す

f
 

S
和

_

f
破
裂
し

f
 

复

國
の
國
交
は
自
ら
斷
絕

y

m

 

*こ

全

て

梦

を

以

i

に

兩

は
、
九

月

三

十

m
l

v

 n

ンK
s

n

 

o

r
 

'供

太

S

代

表

？

の

他

の

大

使

館

員

1R
事

名

、

办

速

に

壬

&

を

4』

ー

了

 

-
丨プノ
を去ん
土耳其
國內に
駐在す
る同國
の

 

V 

S

に

任
t

立

返

く

可

し.と

の

命

令

に

接

し

女

，
ノ
。

土

耳

其

？

？

b
>

#

土

雨

鼯

の

主

張

 

い

ょ

く

戰
S

開

始
5

S

 土

兩

國

政

府

はf

三

十

日

の

タI

ス
I

t
 V

各

々

l

^

l

a

n

^

^

i

^

^

n

^

E

S

E

S

A

r

|

I
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其
主
張
を
發
表
し

6̂
。

同
日

の
紙
上

に
信
ず

可
き

筋(authoritative source)
ょ
6

出
で

^
る
g 

の
と
し
て
揭
載
し
杧
る
摄
文
の
記
事
是
れ
な

6
。
今
其
全
文
を
譯
出
し
て
、兩
國
の
主
張
を
明

 

に
す
可
し
。 

、
 

.

#
太
利
の
主
張

讲
土
附
國
間
の
銜
突
は
、一
見
不
意
に
破
裂

I
だ
る
が
如
{
な
れ
ど
气
是
れ
實
に
オ
ッ
ト
マ
ン
帝
國
の
官
吏
に
依 

て、伊
太
刺
及
び
併
太
利
人
に
加
へ
ち
れ
た
る
丧
惱
及
ぴ
猫
害

(

吣
苦
惱
及
ぴ
抱
寄
た
る
、甚
だ

1{
人
目
亿
は
觸
れ 

ざ
れ
ど

8讲
ふ
可
か
ち
ざ
る
琪
實
な
リ

)

が、久
し
き
に
亘
リ
て
堆
積
し
た
る
苒
結
果
亿
外
な
ち
ず

0
同
帋
國
內
の 

各
地
に
在
贺
す
る
我
匝
民
ょ
リ
，伊
太
刺
政
府
に
對
し
て
、無
數
の

ivr
情
を
訴
ふ
る

S
の
絕
ゆ
る
こ
と
な
し
。
或
は 

苦
惱
の
何
時
ま
で

$止
ま
ざ
る
に
對
し
、或
は
訴
ふ
る

8聽
屆
け

れ̂

.ざる
亿
對
し
、成
は
彼
等
の
財
產
及
ぴ
#
體 

の
上
に
逍

#
を
加
へ
允
る
上
に
萁
處
分
を
何
陆
ま
で

8遷
延
し
て
顧
ひ
ち
れ
ざ
る
に
對
し
、、
込
速
な
る
救
濟
を
求 

む
る
こ
と
急
な

M
-
0 

.

私
人
ょ

•リ訴
ふ
る
杏
情
の
無
数
に
し
て
、且
つ
重
大
な
る

*
の
あ
る
に
加
へ
て
、吣
外
尙
ほ
大
小
の
紛
議
訐
ふ
可
か 

ち
ず
例
へ
ば
伊
太
利
領
祺
館
員
に
對
す
る
侮
辱
そ
の
他
の
煩
累
に
關
す
る
紛
議
の
如
さ
是
れ
な
リ
。
是
等
の
琪 

赞
は
、兩
國
政
府
間
の
好
茛
な
る
關
係
と

#
馳
し
て
、伊
太
利

15
民
が
從
來
如
何
に
譬
敵
視
せ
ら
れ
た
る
か
を
證
明 

す
る
に
足
る

8
の
な
る
が
、新
政
治
を
布

{
に
及
び
て
伊
太
利
に
て
は
之
に
多
大
の

#
望
を
屬
し
杞
る
に
拘
：

S

ら

• 

V

却
て
ま
す
く
闽
難
な
る
事
件
を
嬪
發
し
て
、形
勢
は
ま
す
く
非
な
る
に
至
れ
リ

。...

少
女
誘
拐
祺
件
丨
近
顷
起

9

た
る
最

4

重
大
な
る
祺
件
は

G
s-
l
i
a 

F
r
a
m
o
r
U

な
る
十

六

觉

伊
±
戦
爭
と
國
際
法

の
少
女
の
誘
枴
是
れ
な

ニ
三1

^
i
i
^
i
p
p
^
i
M
^
^
i
i
i
i
H
i
i
i
p
i
i
i
i
i
M
^
i
H
i
i
i
l
i
i
i
i
g
l
i
i
i
i
i
l
i
i
i
i
i
i
i
i
i
a
^
i
l

一
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伊
土
戰
爭
と
國
際

.法
： 

.
W
女
は
、小

S
亜
のAd

具

て

.土耳
其

I
道

.
5
に
使
役
せ
ま
、養

な

S

S

2

Sょリ

f
 

丨
或
去
ち
す
强
街
し

.て同
々
敎
に
改
宗
せ
し
め

11
つ
暴
力
を
以
て
ー
囘
々
敎
徒
に
嫁

4

)

しめ

-ちれ
た
リ

0 

^

^

4同
女
の

|

§
伊
大
利
內

|

5
人

ミ

|

|

1

|王國
領
蓄
？

王
國
火
使
館 

H

C-
?1を
就
み
ナ
る
に
拘
は
參
遂
に
之
を
止
む
る
こ
と
能

n

o
 

2件把
る
、何
れ
の
國
民
に
對 

ミ

，

n

m

中

d

に
伊
太
利
に
取
リ

I
大
な
？

云
ふ

J
亜
霊
の
鐵
道
亿
使

者
に
對
し

f
保
護
せ
ざ
る
可

t
ざ
れ
ば
な
リ
。

f
に
斯
る
强
制
的
欧

s
 

J野
f
る
行
動
に

f

s
刑

^
加
へ
、以
て
我

S
足

S
ふ
る
こ
と 

他
の
同

f
る
行

5
 

2

1
、是
雰
地
方
に
其
家
族
と
同
居

5
る
を

f

s
働
者 

全
骼
穿

4仞
ズ
利
人

.の上
亿
、直
接
に
危
害
を
加

I
る
ゝ
に
至
る
可

|
リ

0 

ノ

d
ど

マ

ン

官

吏

の

最

る

I

I
の
行
爲

S
國
內
に

5
太
利
の

S

S

1な 

U
方
及

F

S及
.
r ニ
リ
州
亿
於
て
行
二
た
リ
。
我
領

I
の
霉
是
等
の
地
方
ょ

リ
歸
來
せ
る

領 

) y
官
1

皆

し

<

u

、官
吏
の
S

に
因
る

f

た
る
出

s

s

 

J
 

對 

對
の
空

f
動
ミ
ん
と
す
る
の
管
ミ
が
太
利

s

?

s健
管
る

S

S
げ
ん

U

る
::

猜

U 

劣
の
、次

 

< なる
こ
と
明

f
リ。
殊
に

S
及

s Ht 

I
,
破
民
地
の
霞
な
益
剌
比

1

1
於
け
る
才 

ッ
ト
マ
ン
官

5
態
度
は

f
亂
暴
で
て
、飽
く
ま
で
挑
戦
的
な

リ
0
其
中
に
就
合
伊
太
利
の
國

S

對

し
て

I
s ;
n

:
! I
I ?
y

 

^

國
挪
侮
辱
取

#

1 

_
_

1

九
〇
九
年
六
月
五
日
、土

耳

其

の

砲

艦

號

が

‘土
耳
其
の
海
焙
を
去
る
四
十
悲
米
突

l
s
#
l
i
s

の

上̂
に
て
、伊
太
印

の

帆
船CCHSaa

の
船
中
ょ

え
ニ
千
ヨ

酉
四
十
タ

ー
レ

ル
の
金
員
を
强

l

l

tc
る
は、明
白
な 

る

戌̂

.の，テ

に̂
し

て、

等̂
窗
如
心
す
可
杀
亊
情
を

#
せ
ざ

.リし

8
の
な
リ

o
. 

G
i

v
a

 

8亦
土
其
其
跑

11l
u
m
o
s
i
m

 

の
爲
め
亿
捕
蕕
せ
ち
れ

w
a
e
i
d
a
h

に、引
致
し
て
釓
問
亿
附
せ
ち
れ
、遂

R無
法
に

§押
收
せ
ち
れ
允

9
0伊太
刺 

政
府
ユ
融
和
の
精
神
に
恶

き
、事

件

の

圓
滿
な
る

解
決
を

遂
ぐ
る
の

目
的
を

以
て
、取

赞
の
審
靈
を
行
は

ん
こ
と
を 

要
1 <
1

抆
9

し
に
、
其
審
畓
の
結
果
、少
な

<

1

3地
方
官
吏
の
行
動
に
關
し
て
、何.れ
の
國

の

政
府
と
雖

多
、
不
信
の 

号
名
を

^
{可
か

5
ざ
る
琪
實
を
發
見
し
杧
リ

0
然
れ
ど

*摩
は
#
に
之
の
け
に
非

ず
、前
記

.
G
e
n
o
v
a

箏
件

R 

咽
ず
る
夾
渉
の
進
行
中
、一
九
一
〇
年
十
二
月
五
日
、土
茸
其
砲
艦
は
又
々
帆
船

B
e
K§の
船
内
に
倚
入

し
、船
長
を 

染削してプ商人の信書を奪取し钇る亿次で

*同樑
の
專
橫
な
る
行
爲
«、尙
ほ

E
l
.
i
t
i

な
る

A
l
i

 

K
i

m

 

及
が

K
a
l
i
d

 

H
a

l
a

所
宥
の
帆
船
に
き
加
へ
ち
れ
杧
リ
。

然
る
亿
土
.耳興
官
吏
は
常
に
有
ち
ゆ
る
機
會
に
乘
じ
て 

E
l
.
i
t
l
.
e
a

の
過
商
を
妨
锻

.せん
こ
と
を
欲
す
る

§
の

る̂
を
：以

.て、ー九一

.

.
〇
年
八
月
二
十
一
日
、官
吏
等
自
ち
某
沉 

積

X一 
か

し

E
r
i
t
r
e
a

 

0

品
を
侵

I、之
を
侵
す
,̂.自
ち
罰
せ
ち
る

 
> 
こ
と
な
き
を
信
じ
て
、

1

切
の
貨
物
を 

略
奪

I、甚
だ
し
告
は
乘
組
員
の
食
斜
品
亿

8及
び

u 

V
O
斯
の
如
 

< 取
刺
比

fi
l
l沿

に̂
於
け
る
土
坏

:t
i:ハ官吏ょ 

p 

E
l
.
i
t
l
.
e
:
r

商
人
に
加

ふ
る

迫
害
の
絕
間
な

き

に
恐
を
懷
さ
て

E
r
i
t
l
.
p
l

商
人
の
大
部
分
は
、旣
に
其
商
赍
を
礙
.する 

亿
至
れ
リ
。
是
れ
我
殖
民
地
の

.通商
に
大
棋
當
を
加
ふ
る

8
の
と
云
ふ
可
し

0

商
業
發
速
の
妨
窖

-
ト

y
ボ
リ
州
亿
於
け
る
ォ
ッ
ト
マ
シ
官
吏
の
執
拗
な
る
敲

#
行
爲
亿
至
リ
て
は
或
時
，は

公
然
暴
力
を
用
ゆ
る
こ
と

S
P
*
又
或
時
は
隐
密
た
凶
惡
を
極
む
る
こ
と
為
リ
。
典
程
.度は
到
底
他
の
比
に
非
ず
ハ 

彼
等
の
漉
思
は
堪
に
伊
太
利
，の
經
濟
上
及
び
商
業
上
の
刺
益
に
對
し
て
挑
戦
し

#
太
利
勢
力
の
發
達
を
悉

<
m 

褪
せ
ん
と
す
る
に
外
な
ち
ず
。
哿

<は
容
易
に
例
示
し
得

.べ
>幾
多
の
褀
實
中
、試
に
其
ニ
三
を
舉
ぐ
可
し

0 
0 

伊
土
：戦
爭
と
國
際
法

 

ニ三三
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二
三

四

伊

±
戰

.爭
と
'國

際

法
 

.

馬
銀
行

1
0 

di 

1

«其伊
太
利
の
資
本
を
ト
リ
ポ
リ
に
輸
入
し
た
る
と
共
に
、同
地
の
經
濟
的
發
速
及
、び文
明 

の
上
に
統

JE
且
つ
有
益
な
る
寧
業
を
劣
移
植
し
拕
る
亿
拘

.«
ち
ず
、其
官
吏
は
土
人
の
同
銀
行
に
關
係
す
る
を
禁 

s

t

f取
w

u

f
ん
に
令
、立，所に

J
罰
し
た

I 

J
 
土
她
の
裁
判

f
て、同
叙
行
が
法 

律
上
の
承
認
を
得
ん
と
す
る
辛

u 

f
 

i
s
. 

二
年
間
の
丽
倒

m

し
て
漸
く

 

S
を
得
た
リ
し
か
ど

策
t

常
丨

►同】

に
し
て
遂
亿

j

九

】

〇
年
に
至
リ
、新
任
總
督

J-
I

f
5:

日

は

、其
行
政
顧
問
會
亿
於
て
、伊
太
利
人 

の
發
起

.に係
る

5
の

I

J
し
、

S

S
つ
間
斷
な

 

加
ふ

I

J
 

f

l

i

s

亿
其
本 

國
政
府
の

|1
|

!
令
に
依
る

$

の
な
リ
し
こ
と
を
明
白
に
知
ち
し
め
た
リ

0

斯
の
如

{
に
し
て

伊
太

刺

人
の
爲
せ
る 

1

切
の
提
案
、利
權
及
？

s

企
業
の

_
請、例へ
ば

.水道
、無
線
雪
所
、道
路
ヱ
奮
の
如

S
て
m

造
作
に
相
，̂せち 

る
、
に
至
れ
リ

,°
芡
伊
太
利
國
王
の

E
民
はHorns, 
H

及
びDesa

に
於
て
土
地
を
取

#
し、又
は
土
地
の
费
買 

を

登
記
す

る
こ
と

S

げ
ち
れ

た
リ

o

是
れ
條
約

S

反
な
る
に
拘
は
ち
ず

f

 

土
人
中
に
土
地
を
？

ん
と 

U

,
ば

S
威
嚇
し

S

t
爲
し
、

I

s
甘
る
卩
管
作
リ

て、
其
f

s

す

。

或
は
又
明 

I*
,取
ぎ
ー
違
サ
し
飞
伊
ナ
ネ
の
古
物
學
及
び
鑛
物
學
路
査
隊
に
對
し
、妨

#
を
誠
む
、興
他
伊
太
利
の
製
作
業
、
 

製
油
業
又

s

海
運

f
劉
し
て

、
f
 

I
 

2
と
難
題
を
加
ふ
る
を
以

V
、

斯
る

.有益

I
雲

I
に
拘s

ち
 

ず
土
人
は
後
の
復
瞥
を
恐
れ
て
、敢
て
之
を
利
用
す
る

0
の
ぁ
る
な
し
。

殺
人
祺
件

_
_
__ 以

上
の
妨
密
及
び

_
題
亿
加
ふ
る
に
、尙
ほ
蜇
大
な
る
犯
罪

§リ
0 pe

g

に
於
け
る
長
老

.9
篆
ぎ 

J

G

{
の
瑟
是
れ

5
。
後

S

S
自
殺
の
如
く

S

S
れ
ど

i
八
及

S
後
の
發
見 

に
依
て
、暗
殺
の
祺
實
を
認
め
ち
れ
た
リ

o

是
れ

f
lt
野
蠻
の
犯
罪
な
る

.亿拘
は
ち
ず
、之
に
對
し
、何等
.の语
臂
を

$與
へ

れ̂
ず
る
の
ひ
な
ち
ず
、被
害
者
の
遺
族
及
が
王
國 

tc
る
を

a無
視

L
て、刑
寧
上
に

8、民
布
上
に

tK

0

等
眞

ir
l 

炉
太
刺
の
要
求
に
嗾
じ
て
俛
亿
答

こ
と
の 

發
し
杧 

甚
だ
し 

領
.
館 

が、巡查 
譯
官
ょ 

て
總
て 

る
-' 

を
 

ず
るCS6 

ふ
る
に

の （ る 宣 へ  

抗 其 《 言 ' ^  

議 結 の に . る  

は 果 亿 過 所  

每 如 し さ _ は、 

逯 何 て ず 大  

ォ に 癌 G 赦 

ツ 有 め 是 の  

ト 用 に 等 爲

の
爲
め
亿 

リ
抗
議
を 

是
等
敏
々
 

常
と
す

O 

の
な
れ
ば 

餘
念
な

さ 

は、伊
太
刹
政
府
が 

k

0

め
謀
り
て
勒

打
せ

b

n

刑
祺
訴
榄
の
消
滅
し
允
る

土
耳
其
人
の
僧
惡
心
ょ
リ

を
鉗
沈
せ
し
め
允
る
こ
と

ト
リ
。ホリ
州
內
に
て
王
國

新
聞
記
者

p>r
b
i
b

な
る
洛
の

件
に
關
し
、王
國
領
事
館
、通

る
'こ

過

ざ̂

0 &
o

而

L

動
せ
ち
れ
且
つ
援
助
せ
ち

せ
ち
れ
、州總
督
の
命
を
奉

し
て
焰
锻
及
？

S

侮
辱
を
與

以
上
の
記
琪
を
讀
む
と
き
は
、伊
太
刹
政
府
が
今

刺
住
民
及
ぴ
其
刺
益
亿
徵

L、豫
め
謀
リ
て
^
寒

を

#
べ
し

0 

V

啬

¥ 土
耳
其
政
治
の
#
惡

-
伊
太
刺
は
靑

¥
土
耳
其
^
權
ヵ

然
か
$
殆
ど
上
下
を

擧

P

て
同
情
を
表
し
、新
政
治
を
完
成
せ
し

伊
土
戦
爭
と
國
際
法

の
外
交
官
並
亿
領
事
官
ょ
リ
强
硬
な
る
荽
求
を
爲
し 

目
な
る
審
査
を
遂
令

.ると
と

く̂、士

If
其
の
官
吏
が 

め
亿
手
續
を
爲
す
の
樯
能
を
喪
失

L
把
る
乙
と
、隨て 

二
筒
の
悲
む
可
き
事
件
は
、明
亿
泪
太

^r
A
R

伊
太
利
在
留
民
の
間
に 

の
企
業
に
て
$、罾
巡

L 

マ
ン
官
吏
の
爲
め
亿
陰 

允
る
事
件
に
徵
し
て
も 

し
た
る

R、却
て
ま
す
/
\
重
大
な 

る
祺

#

、暴
行
、

#

M

.煩
累
は

g

i

^
 

し

I

Iは
州
政
府
の
機
關
新
開 

n
y
o
此
新
聞
は
亜
刺
比
亜
人
の
間 

の
な

M
V
O

や
オ
ッ
ト
マ
ン
帝 

を
加
へ
ん
と
す
る

の 國  

訐 一  

略 股  

に 及  

陷 び  

^ 就

め を  

ん 筝  

爲 握  

め す  

に る  

假 に  

す 至
亿 リ ■ つ 中 に に な 名 知 に て 恐

怖
の
念
を
生
ぜ

L 

進
ま
ざ
る
に
至
れ 

陽
亿
阻
礙
せ
ち
る 

る
を
得
べ
し
。
卽 

條
約
違
反
を
挑
發 

る
新
開
に
依

=V

て
 

し
て
、其
印
刷
局

に 

廣

く
流
行
し
、桥太

時 た
を る 為

r
す 

め、元
 

9
0

\こ
ち
此 せ

し 
公
然 て印

刺

に

對 制 煽 も 、 艰 と 芡 氣 る

ポ
リ
州
に
於 

る
を
明
認
す

に
對
し
熱
.烈
 

以
て
せ
ん
こ

i
s五

を し こ 伊  
提 て  と 太
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.伊
土
戰
争
と
國
際
法

ニ 一

ニ
 i

ハ

議
し、
且
つ
才
タ
ト

マ

ン

帝
國

S
欧
洲
の

|

と

煩

f
を
火
な

ち

し

め

ざ

る

の

I
を

有

し

た

る

5
て、伊
 

太
矛
政
府
は
人
類
の
歷
史
亿
比

••
類

-.
稀

1
る

，

勘
忍
と
、退謅

.の綺
神
を
表
明

t、以

て

新

政

府

於

完

成

を

吿

げ
ん
こ
と

せ
し
め
た
る
兩
國

.の
交
情
を
囘
復
す
る
に

■至
ち
ん
こ
と
の

#
望
を
懷
ざ

私
る
に
、
_
て
悉
く
水
泡
に
歸
し
て
、彩
勢

.は
ロ
に
險
惡
を
加
ふ
る
の
一

方
な

9
^
0
.我
勘
忍
の

態
度
は
、：，
ン
ス
.タ
ン
チ
ノ
ー
。フ
ル
亿
於
て
、ロ
に
片
言
を

5

す
る
の
ひ
に
て
毫

8

後
行
の
誠
意
な
务
政
莳
に
依
て
應
答
せ
、

i>
る 

> 
に
非
ざ
れ
ば
、削
下
の
地
方
官
吏
に
服
を
を

强
制
す
.る
こ
と
能
は
ざ
る
無
能
の
政
府

*

洛

I 

{
は
條
約
、約
來
の
尊
蜇
遨
奉
を
保
障
す

る
こ
と
能
は
ざ
る
無
力
の

政
府
換
言
す
れ
ば

#太
利
の
見
る
所
を
以
て
せ
は
祺
實
上
、自
己
の
國
際
上
の
義
務
を
盡
す
こ
と
能
は
ざ
る
政
す 

に
依
て
應
接
せ

ち
る
、

の
む

o

杯
水
は
今
や
滿
ち
た
リ

0

オ
ッ
ト

マ
.ン
新
聞
紙
の
亂
暴
な
る

攻
擊

侮
辱
の

常
軌
を

逸
せ
る
、地
方

官
吏
の
妨
帑
の 

執
坳
亿

I
て、信
用
す
る
に
足

3ざ
る
、紛
議
の
非
常
に
績
發
せ
る
各
種
の
苦
情
の

a々
请
加
せ
る
、遂
に
^
太
利
の 

輿
歐
新
聞
紙
議
會
及
ぴ
政
府
を
し
て
激
發
せ
し
蛉
闽
憊
せ
し
む
る
に
至
れ
リ

0

伊
太
利
は
今
日
最
早
や
上
坏
疼 

と
の
間
に
、溫
和
に
自
己
の
問
題
を
解
決
し
得
べ

し
と

信
せ
ず

0

又
近
年
來
交
换
せ
ち
れ
把
る
無
数
な
る
無
益
の 

口
約

.虛僞
の
約
束
に
依
る
襄
や
欺
か
る
る
を
得
ず
。
伊
太
利
は
今
や
其
勘
忍
袋
の
緖
を
切
リ
た

P、弱
力
に

し
 

て
自
ち
劣
律
な
る
を
承
認
す
る

の̂
と
非
難
せ
ち
る
、

.の恐
あ
る
が
故
に
、從
來
の
寛
容
な
る
潜
度
を
斷
然
廢
す 

る
に
決
し
た
リ
？
最
大
の
努
力
を
以
て
自
己
の
糨
利
の
尊
重
と
、&
已
の

利
益
の
保
護
を
得
る
に
決
し
た

リ。
過 

-i
三
年sa

大
づ
の
紛
議
を
惹
起

I
て
帝
國
の
各
地
、就
中

卜

y 

•
ホ

V州
に
於
て
伊
太
刺
に
對
す
る
敲
懷
の

.空氣
"を
 

挑
發
し

•以て
伊
太
刺

HH

民
の
安
金
を
害
し
、紅
海
に
於
け
る

Eritg

商
業
の
平
和
な
る
發
達
を
妨
げ
ん
と
し
て

、
U
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s

伊
太
利
を
愤
怒
せ
し
め
た
る

-
の

‘
頭
上
に
腿
懲
は
今
加
へ
ち
る
、
こ
と

i

t

土
瓦
其
の
主
張

最

近

數

日

u

s

間
紙

5

政
府

S

等

s

s

t
ボ
1

於
け
る

と、
H

S
し
て
土 
S

政
S

S

救
S

管
講
せ
ず

t
 

S
怒
し
て

I

す

れ

t

: 

M 

u 

I

S

I

S
 吹
聽 

X
 
と
努
め
-
れ
 

5
、此
努
ヵ
 
s

t

-

s

^

-

“
m

“

I i
I ?
“ 

分
の
于

s

n

v
 

s

l
て
S

し
i

藏

と

t

s

s

t

sと
X

す
る
の

I

*
 

j

 

-

：

き

i

i

p

i l
s t
? I
"
"t s
H

l s
p

太
i

^

A I
/
つ
J

情
に
二
種
ぁ

t

伊
太
刹

S

す
る
敵

I

び
伊

S

の
I

I
 

ダ
る
土 
S

S

S

.

關
し
、漠
然

…

I

l

5

t

s

言

。

J

5

伊
5

s

s

t

猜 

疑
2

 

J

=

s

f

l
然
れ
ど

i

れ
決
し
て
驚
；

？

ず
。
如
何
と
な
れ

5

太
S

於

 ̂

姿、又
ト
リ

't
 

H

て
8
、伊
太
利
の
新
開
紙
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